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『新たな奉仕に踏み出そう
� ロータリーの次の百年のために』

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

創立 1986年

2021－22年度国際ロータリーテーマ

奉仕しよう　みんなの人生を豊かにするために

○ソング

　◦四つのテスト

○スマイルBOX

　◦鈴木孝幸会長（IM実行委員会全体会お疲れ様でした。当日は絶対成功させ、金田ガバナー補佐を漢にして
あげましょう！）

　◦須藤正樹幹事（IM成功お祈りしてます。最終チェックを忘れないようにしていきたいです。よろしくお願
いします。）

　◦金田昇会員（IMの準備例会お世話になります。着々と進んでいます。）
　◦吉田充会員（IMまで残すところ、9日間になりました。会員の皆様のご協力をお願いいたします。）
　◦永野文雄会員（今日で3月が終了し、明日から4月・新年度のスタートです。今日の例会を基に「IM」を成

功させましょう。）
　◦鈴木典雄会員（この度の父の葬儀に際しましては、

過分なるお心遣いをいただきありがとうございまし
た。お陰をもちまして葬儀もとどこおりなく執り行
わさせていただきました。心より御礼申し上げま
す。）

第1705回例会
令和４年３月31日（18：30～19：30）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５１名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６５名

C  Ⓐの出席者数 ３３名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １１名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４４名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６２
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ７１．０％

第1705回例会出席状況� （R４年３月31日)



本日のプログラム

第1705回例会 令和４年３月31日（２）

■会長の時間 鈴木孝幸会長

　皆さん、こんばんは。本日もお忙し
い中、ハイブリット例会にご参加いた
だきまして誠にありがとうございます。
本日の例会は、二回目のＩＭ実行委員

会の全体会でございす。ＩＭの準備もいよいよ大詰め
でございますので、皆さん取りこぼしのないようによ
ろしくお願いしたいと思います。さて今月は三月最
終例会、ロータリーの月間テーマはですね、環境問題
に通ずる「水と衛生」ということになっています。ち
なみに、今回のＩＭも環境についてがテーマになって
おりまして、講師に畠山重篤様に環境についての講演
をいただくことになっています。そんな中、今日は月
間テーマの「水と衛生」というものにちなんだ話を
ちょっとだけしたいと思います。皆さんご存じのとお
り、この日本は世界でも稀に見る水資源に恵まれた水
大国であります。どこの水道の蛇口を捻っても飲める
水が出てくるという素晴らしい環境でございます。皆
さんは水道水を直接飲まれますか。それとも、ペット
ボトルの水を買って飲んでるでしょうか。私は水道水
を「佐藤春洋商店」から買ったアルカリイオン浄水器、
そちらに通して通常は飲んでいますけども、直接蛇口
に口をつけてガブガブ飲むのも何の抵抗もない感じで
あります。実は私ですね、建築設計の今の仕事をやる
前に23歳から28歳の5年間ですね、水の設計コンサル
タントに勤めておりました。その頃、ちょうどバブル
の頃で忙しかったんですけども、皆様もご存知の西郷
村の芝原に浄水場を建設をしました。白河地方水道用
水供給企業団という当時の名前ですね、作って。そち
らの浄水場の設計、そして配水管、導水管の設計、水
管橋の設計に関係して携わらせていただいたことがあ
ります。実際600ミリというこのくらい大きい送水管
も設計をさせていただきまして、その工事の監理のた
めに白河西郷に常駐監理で赴いたということもありま
す。企業団の水は、皆さんもご存じだと思いますが、
堀川ダムという所から水を取りまして、西郷村、白河
市、あとは泉崎、中島、東、当時、東村ですね。矢吹
と棚倉は多分後から追加されたんだと思うんですけど、
本当にこの地域の広域水道を編成しているものであり

ます。水も大量の水を処理して送る関係上、アメリカ
式といわれている急速ろ過という方式で濾過されてい
ます。実は本当は水の浄水場の処理の方法で美味しい
水の作り方があるんですけど、それは緩速ろ過といっ
てですね、広大な砂の上に池を作るんですけどその砂
の池に水をゆっくり通して砂の間に生息する微生物、
バクテリアに水の余分な成分を全部食べさせて処理す
る方法が本当に一番美味しい水の作り方と言われてい
ます。ですが、いかんせん水を5メーターある砂の厚
さを作らなきゃいけなくてその砂の5メーターをほぼ
一日がかりでゆっくりと水を降下させて水をろ過する
ということで大量の水を作るのには向かないシステム
なんですね。ですから、最近は新しく砂ろ過を使う、
緩速ろ過を作るということはないです。西郷村とか白
河市には調べたところ、緩速ろ過の浄水場は存在して
いないと思います。過去に私は仕事で訪れた宮城県の
ニッカウイスキー工場の近くに新川簡易水道というの
がありました。それと、秋保温泉で有名な秋保温泉の
とこにも秋保簡易水道というのがありまして、そこで
は緩速ろ過の処理をおこなっていました。緩速ろ過の
ただ本当の砂のバクテリア処理なんですけども、その
砂の処理の凄さを垣間見たのは実はその処理場は山の
中にあるんですね。野生動物がどんどんその池に入っ
てきたり砂の上で糞をしたり、たまには病気になって
死んじゃったりするんですね。その死骸が乗ったまま
気がついたら死骸があったということで、びっくりし
てその水質を調べたんですけども、一切大腸菌やら病
原菌やら発見されない上に本当に綺麗に浄化されてい
るということで、本当に緩速ろ過というのは素晴らし
い濾過だなと感じた次第であります。今でも東京の中
でも緩速ろ過をやっている浄水場があるので、そちら
の水は美味しいと評判らしいですね。あと水企業団で
すね、私が昔設計に携わった水企業団の水処理の方法
は、先ほど言いました急速ろ過といいまして科学的濾
過方法なんですけども、本当は緩速ろ過のほうが良い
んですが、もともと上流に何の汚染源がない堀川ダム
の水をベースとしているその原水を取り入れて、当時
は浄水場を作ったのは30年前なんですけども、その時
にはまだ始まったばかりのかなり高度な活性炭濾過と
いうふうなシステムが入っていまして、実は原水もい
いですし活性炭濾過もしていますし、急速ろ過でも最
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新のシステムだったので、結構美味しい水になってい
るかと思います。そういった水が白河、そして西郷地
域、あと他に先ほど言いました末端は棚倉まであるん
ですけど、そこにだいたい使用水量の20%から東地区
に関してはほぼ100%なんですけどその水が入ってい
ます。西郷村なんですけども、西郷村は実はその水源
の他にもともと昔からあった井戸水を水源としている
所が実は何箇所もありまして、深井戸と浅井戸、伏流
水だったり本当に地下貯留水だったりするんですけ
ども、そちらを汲み上げて塩素滅菌だけして配水し
ている所が実はあります。西郷村の水の特色として、
ちょっと他の地域と決定的に違うのは実は遊離炭酸と
いう成分が非常に全国的にも稀な量が入っているんで
すね。遊離炭酸というのは、大体1L当たり5mgから確
か30mgというところが適正な量なんですけど、なん
と西郷には25mg入っているんですね。それは何が入
るかというと、よくレストランとか行って水をつぐ時
に気が利いたところだと、ちょっと高くこうやって上
げてブクブクと水に泡を立てて注ぐのがあるんですけ
ど、実はコーヒーも水もワインもそうかもしれません。
液体に空気が含むと飲んだ時、ものすごく清涼感があ
るらしいです。水が美味しくなる。西郷の水というの
は、そもそも元々のその地下水がそういった遊離炭酸
を非常に多く含む水であるということで、是非皆さん、
西郷に来られた際には、水道水を直接飲んで確かめて
いただきたいと思います。白河の水も全然負けてませ
ん。広域水道のその水も入ってますから、多分八割ぐ
らいは白河の元々持っている、白河もほとんど浄水場
の水以外の八割は地下水の水であります。そのうち三
か所の水源地は西郷から引っ張っているので、先ほど
言った遊離炭酸の豊富に含んだ水も実は白河の一部に
は流れ込んでいるという話であります。本当にこの白
河地区、西郷地区というのは水が本当に美味しく、お
蕎麦とかラーメンが本当に美味しいというのも納得が
いくななんて思った次第であります。世界的に衛生的
な水の確保に苦しむ地域が本当に多い中、日本もこの
白河も本当に恵まれた地域なんですよということで締
めくくりまして、今日は会長の時間を終わりたいと思
います。それでは、本日はよろしくお願いいたします。

■幹事報告 須藤正樹幹事

◦2021-22D2530県南分区 ガバナー補佐 金田昇：県南
分区会長幹事会のお知らせ

◦ガバナーエレクト事務所 事務局 佐藤直子：国際
ロータリーデーサービス部より登録のお願い

◦米山梅吉記念館 理事長 松村友吉：春季例祭の開催
のご案内及び賛助金入金のお願い

◦ガバナー 志賀利彦、規則・手続委員会委員長髙橋
金一：規則・手続委員会セミナー開催のお知らせ

■本日のプログラム

IМ実行委員会担当例会

◦進行 吉野敬之事務局長

　皆さん、こんばんは。それでは、本
日のプログラムということでIМ実行
委員会の担当例会ということで執り行
わさせていただきたいと思います。来

週末のIМに向けまして最後の打合せとなると思いま
すので、皆さんから忌憚のないご意見等をいただきな
がら進めさせていただきたいと思いますのでよろしく
お願いいたします。それでは、式次第に従いまして進
めさせていただきます。開会の言葉、居川孝男実行副
委員長、お願いいたします。

◦開会の言葉 居川孝男実行副委員長

　改めまして、おばんでございます。
いよいよ来週の土曜日、IМが開催と
いう運びとなりまして、実行委員会の
ほうでもいろいろ詰めたとこでござい

ますけども本日最終的な皆さんと確認をさせていただ
いて、さすが白河西ロータリークラブと言われるよう
なIМにしたいと思いますので、ひとつご協力のほど
をよろしくお願いします。本日はありがとうございま
す。

◦実行委員長挨拶 吉田充実行委員長

　皆さん、こんばんは。今、居川副実
行委員長のほうからお話があったとお
り、来週の9日になります。限られた
時間ではありますが、準備を整えてI

Мを成功のもと実現したいというふうに思っておりま
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す。会員の皆様にはあと一週間、いろいろな部分でお
世話になると思いますが、ひとつよろしくお願いした
いと思います。よろしくお願いします。

◦県南分区ガバナー補佐挨拶 金田昇ガバナー補佐

　皆さん、こんばんは。いよいよ来週、
今年度のインターシティミーティング
が開催されます。各委員会担当にしっ
かり準備していただいて、本当にあり

がとうございます。今のところ、来訪者も含めまして
110名ほどの予定になっております。近年にないIМの
規模だというふうに思っておりますし、しっかり準備
しているのかなと同時に蔓延防止法も解除になりまし
て第六波も終息の方向にいっているということで、対
面での開催というふうなことで各分区のクラブから
も期待する声がきております。一部にお酒でないのか
というようなお話も伺ってますが、まあそれはちょっ
とご遠慮いただきたいということになりますが、準備
をしっかりやっていきたいというふうに思っておりま
す。ただ、新会員セミナーのほうの準備は芳賀パスト
ガバナーにお願いしてしっかりした資料をいただいて
おりますが、今のところ参加人数が10名に足らないよ
うな状況です。先だってもお話させていただきました
が、非常にロータリーの基本的な内容、ポールハリス
がロータリークラブを作った歴史から始まって、基本
的な内容をしっかり一時間ちょっとの間に盛りこんで
いただけるようでありますので、是非お時間のある方
はご参加いただけるようにご準備いただけると助かり
ます。また、新会員の方3年未満ということですが、3
年過ぎてもまだまだロータリーを理解してないよとい
う方がいらっしゃいましたら、是非ご参加いただきま
すようお願いいたします。お昼の準備もありますの
で、できれば早めにご連絡いただいてご参加いただけ
ればというふうに思っております。いずれにしまして
も、今日皆様のご意見を伺いながら最後の準備をしっ
かり整えていきたいと思いますので、忌憚のないご意
見、またご提案、いろいろお願い申し上げたいと思い
ます。本日はよろしくお願いいたします。

◦ホストクラブ会長挨拶

 白河西ロータリークラブ　鈴木孝幸会長

　改めまして、皆さんこんばんは。先
程、ガバナー補佐から話がありました
とおり。110名というのは、本当に近
年稀に見る立派なIМになるというこ

とで楽しみにしております。当日は絶対にこのIМを
成功させまして、金田昇ガバナー補佐を漢にしてあげ
たいと皆さんで頑張っていきたいと思います。そして、
その次のステップ、ガバナー補佐からガバナーへの足
がかりになるようなIМになるように、みんなで盛り
上げていきたいと思いますのでよろしくお願いいたし
ます。

◦吉野敬之事務局長

　ありがとうございました。それでは、本日の流れに
ついて皆様のほうにご説明を差し上げます。事務局か
らということで、事務局説明そちらのほうでさせてい
ただきます。本日、委員会ごとに集まっていただきま
して最終確認ということで、委員会ごとに漏れはない
か、今現在進行中のことに関しましてもう一度きちん
と確認作業をしていただく。それと、当日にならない
と動けない人は委員会準備物であるとか流れであると
か、そういったところに不備がないか等もお話をさせ
ていただいて、もしかするとこの時間だけでは当然ま
とまらない部分もあるかとは思うんですが、その際は
各委員会ごとに別日で集まっていただきまして、その
辺のところの詳細を決めていただくというふうな時間
を持たせていただきたいというふうに思ってます。今、
6時53分でございますので。約15分間ほど7時10分程度
を目安に各委員会ごとに集まっていただいて、ご自分
たちの委員会の分担作業のほうを確認していただきた
いと思います。その後に最後になりますが、各委員長
様のほうからご発表のほうをお願いしたいと思います。
そのご発表の中で、それぞれ会員の皆様方からご質問
やご意見がありましたらそれをいただくというような
形で今日は進めさせていただきたいと思います。委員
会メンバーの方が少数というケースもあるかと思うん
ですが、ちょっと迅速に動いていただいて。場所の指
定はございませんので、委員長さんのいる辺りを中心
に、皆さんご自分の委員長さん、もしくは副委員長さ
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んという方はお判りかと思うんですけれども、ご起立
いただいてよろしいでしょうか。各セクション委員長
の方、大体こう見ていただくとお判りかと思います。
その辺りを中心に集まっていただいて、この辺ちょっ
と空いてますので、もしかしてアローンの委員会があ

りましたらこの辺に座っていただく形でお願いいたし
ます。それでは15分程度になりますが、皆様ご移動の
上お進めいただきたいと思います。よろしくお願いし
ます。

～～ 各委員会の会議中 ～～～～ 各委員会の会議中 ～～

記　録　担　当

会場設営・アトラクション一般担当

登　録　担　当

接　待　担　当 新人セミナー担当

式典監督担当
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◦吉野敬之事務局長
　皆様、お疲れ様でございます。今、19時20分となり
ました。本来ですと発表の時間がですね、これからと
なりますと非常に長くなってしまうと思いますので、
とりあえず現時点で各委員会のほうからこの場で会員
の皆様方にお伝えしたい、お願いしたい案件がおあり
の委員会の方いらっしゃいましたら、前の方でご発言
をお願いしたいと思います。

◦登録担当 村上堅二会員
　皆さん、こんばんは。今回、登録の
ほうになりました村上でございます。
よろしくお願いいたします。当日袋詰
め等々の作業が多々ありますので、当
日時間が空いた方は是非登録のほうご

協力の程をよろしくお願いいたします。

◦吉野敬之事務局長
　はい、ありがとうございます。当日ですね、会場設
営の方とか式典懇親会担当の方とか、新入会員セミ
ナーの方担当の方以外の方は割と手が空いている方も
増えるかと思います。そういう方は皆様、会場設営の
補助、もしくは受付の補助という形で考えておいてい
ただければと思いますので、よろしくお願いいたしま
す。

◦新会員セミナー担当 鳴島三夫会員
　皆さん、こんばんは。新会員セミ
ナーを担当します鳴島です。先程、金
田さんからありましたとおり、新会員
セミナーのほうの参加者が少ないので、
当日会員の方でお手すきの方は10時半

からセミナーが始まりますので、席は用意してますの
で是非新会員セミナーのほうにも参加していただきた
いと思います。

◦吉野敬之事務局長
　皆様、今のお話おわかりだったでしょうか。当日、
ご自分のパートのお仕事が比較的ない方、緩やかな
方等でお時間の取れそうな方は、是非新会員セミナー
のほうにも顔を出していただきたいと。これはために
なるという側面もございますが、パストガバナーがい
らっしゃってお話をする時に、さすがに8人9人では寂
しいだろうということでございますので、ご協力のほ
うをお願いしたいという趣旨でございました。よろし
くお願いいたします。他にございますでしょうか。ご
質問等でも構いません。他の委員会のこれはどうなっ
ているんだ、あれはどうなっているんだ、大丈夫か等
がありましたら、それもお話をしていただければと思
います。特にございませんでしょうか。今、会場内見
させていただいた感じでは、各委員会もちろん熱量は
違うとは思いますが、まだまだお話をしたほうがよろ
しいなというふうに感じる方もございます。ちょうど
今日集まってらっしゃるので、このまま継続してお話
をしていただいたりしていただくと来週に向けて良い
かと思いますので、よろしくお願いいたします。それ
では、所持連絡は特にございませんので閉会の言葉と
いうことで、中目副実行委員長、お願いいたします。 

◦閉会の言葉 中目公英副実行委員長
　皆様、各委員会の打合せご苦労様で
ございます。4月9日、県南分区イン
ターシティミーティング、金田昇ガバ
ナー補佐のお人柄を色濃く出したよう
なIМにしていただくべく皆様方心を

一つにして、白河西クラブの力を県南分区並びに2530
地区の方々に示したいと思っておりますので、ひとつ
今日の実行委員会全体会のお話のもと、当日皆様方の
力を一つに結集して対応していただきますようお願い
をいたしまして、簡単ではありますけど今日の締めの
言葉にさせていただきます。それでは皆さん、一緒に
頑張りましょう。

司　会　担　当 分区交流コンペ担当


